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広報　常陸大宮　　　　平成２４年９月号２
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年９月号３
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年９月号４

　常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１７年常陸大宮市条例第２号）第６条の規定に基
づき、平成２３年度の人事行政の運営等の状況について、次のとおり公表します。

常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表平成23年度

増　　減Ｈ２４．４．１現在Ｈ２３．４．１現在区　　分

△１７４０５４２２一 般 行 政 職

△１２３２４医 療 職（注１）

１７７７６消 防 職

△３２５２８技能労務職（注２）

△２０５３０５５０合 計
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　　（１）職種別職員数の状況

（注１）　医師、栄養士、保健師、看護師等をいいます。
（注２）　単純な労務に雇用される職員で、自動車運転手、技術員、調理手等をいいます。

（単位：人）

　　（２）採用者及び退職者数の状況

Ｈ２３．４．１～Ｈ２４．３．３１退職Ｈ２３．４．１採用
区　　分

合　計その他（自己都合、死亡等）勧　奨定　年合　計短大・高校卒大学卒

２８１７２０６３３一 般 行 政 職

２１０１１０１医　　療　　職

２１０１０００消　　防　　職

２００２０００技 能 労 務 職

３４３７２４７３４合　 　 計

（単位：人）

平均年齢平均給料月額区　　分

４５．５歳３３９，０００円一 般 行 政 職

５０．６歳３０３，９００円技 能 労 務 職

����������	
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　　（１）平均給料月額、平均年齢の状況

高校卒短大卒大学卒区　　分

１４０，１００円１５２，８００円１７２，２００円一 般 行 政 職

１５８，１００円１７５，４００円１９７，２００円消　 防　 職

１３７，２００円－－技 能 労 務 職

（２）初任給の状況

２０年以上２５年未満１５年以上２０年未満１０年以上１５年未満区　　分

３５９，１００円３１３，１００円２８０，０００円大学卒

一 般 行 政 職 ３１９，２００円２９６，８００円２７０，６００円短大卒

３１４，５００円２８０，６００円２４３，０００円高校卒

　　（３）経験年数別平均給料月額の状況

※（１）、（２）、（３）には、手当を含まない給料の月額を表示しています。

　　（４）主な職員手当の状況（平成２３年度支給内容）

支　　　給　　　額　　　等手　当　名

扶養親族を有する職員に支給
配偶者　１３，０００円／月　　　配偶者以外　６，５００円／月

扶養親族である満１６歳から満２２歳の年度末までの者は５，０００円加算
扶 養 手 当

借家等に居住し家賃を支払っている職員に支給
借家・借間、家賃の額に応じて２７，０００円を限度に支給（家賃１２，０００円を超える場合に限る）

住 居 手 当

通勤距離が２km以上の職員に支給　１kmにつき６００円（限度額２４，５００円）通 勤 手 当



広報　常陸大宮　　　　平成２４年９月号５

正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
　勤務日における時間外勤務１時間につき　　当該職員の時間単価×１．２５
　週休日における時間外勤務１時間につき　　当該職員の時間単価×１．３５
午後１０時から翌日の午前５時までの勤務の場合は、それぞれ０．２５加算

時間外勤務手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務その他著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮
を必要とする職員に支給
・代表的な手当の例
　①市税等滞納差押業務手当　１回　３００円　　②感染症防疫作業手当　１回　２９０円
　③救急業務出場特殊勤務手当（救急救命士）１回　５１０円　（一般隊員）１回　３００円

特 殊 勤 務 手 当

基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給
　６月期　期末手当基礎額×１．２２５月分　　１２月期　期末手当基礎額×１．３７５月分
　※期末手当基礎額　　給料月額＋扶養手当＋役職加算額
　　（役職加算額は、給料月額に役職に応じて５％～１５％を加算した額）

期 末 手 当

基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給
　６月期　勤勉手当基礎額×０．６７５月分　　１２月期　期末手当基礎額×０．６７５月分
　※勤勉手当基礎額　　給料月額＋役職加算額
　　（役職加算額は、給料月額に役職に応じて５％～１５％を加算した額）

勤 勉 手 当

宿日直勤務をした職員に支給　勤務１回につき　４，２００円宿 日 直 手 当

勧奨・定年自己都合支 給 率

退 職 手 当

３０．５５月分２３．５月分勤 続 ２ ０ 年

４１．３４月分３３．５月分勤 続 ２ ５ 年

５９．２８月分４７．５月分勤 続 ３ ５ 年

５９．２８月分５９．２８月分最 高 支 給 率

定年前早期退職特例措置（５０～５９歳対象２％～２０％加算）その他の加算措置

　　（５）特別職の報酬等の状況

期末手当給料・議員報酬の月額区　　分

６月期　　１．４月分
１２月期　　１．５月分
　計　　　２．９月分

６５６，０００円

給　　料

市　 　 長

５７８，７００円副　 市　 長

５４０，０００円教　 育　 長

４１０，０００円

議員報酬

議　 　 長

３７０，０００円副　 議　 長

３５０，０００円議　 　 員

休憩時間勤務終了時間勤務開始時間

１２時から１３時まで１７時１５分８時３０分
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　　（１）勤務時間

※特別の勤務に従事する職員（保育所に勤務す
る職員等）については左記とは異なります。

　　（２）休暇

休　暇　期　間　等休暇の種類

１年間について２０日。ただし、２０日を限度に繰り越せる年 次 休 暇

１年以内において、公務、私事による負傷または疾病のために療養する場合で、必要と認め
る期間

療 養 休 暇

選挙権の行使、結婚、出産等のほか特別の理由により勤務しないことが相当である場合特 別 休 暇

配偶者、父母、子等の親族を負傷、疾病または老齢により、２週間以上にわたり介護する職
員に対し、６月を限度に付与（無給）

介 護 休 暇



広報　常陸大宮　　　　平成２４年９月号６

　　（２）介護休暇承認状況
　　　　新規承認者はいませんでした。

合計休職免職降任処分事由

００００
勤務実績が良く
ない場合

００００心身の故障の場合

００００
職に必要な的確
性を欠く場合

００００

職制、定数の改
廃、予算の減少
により廃職、過
員を生じた場合

００００
刑事事件に関し
起訴された場合

００００合　　計

���������	
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　　（１）分限処分の状況 （２）懲戒処分の状況

合計免職停職減給戒告処分事由

０００００
法令に違反した
場合

０００００
職務上の義務に
違反しまたは職
務を怠った場合

０００００

全体の奉仕者た
るにふさわしく
ない非行のあっ
た場合

０００００合　　計

　　特別休暇の主なもの

期　　　　　間理　　　　　由

妊娠の期間中７日を超えない範囲
妊娠中の女子職員が妊娠嘔吐（つわり）のため勤務す
ることが困難な場合

出産の日までの申し出た期間
８週間（多胎妊娠の場合にあっては、１４週間）以内に
出産する予定である女子職員が申し出た場合

出産の日の翌日から８週間を経過する日までの期間職員が出産した場合　　

その都度必要と認める時間で１日２時間以内職員が生後満１年に達しない子を育てる場合

死亡者により１日から最大１０日忌引の場合

７日を超えない範囲内で必要と認められる期間職員が結婚する場合

出産予定日前１６週間目に当たる日から出産の日後２週
間以内に２日以内

職員の妻が出産する場合

１年に５日以内
子が２人以上は１０日以内

小学校就学の始期に達するまでの子の看護のため勤務
しないことが相当であると認められる場合

承　　認　　期　　間

取得者数区　　分
２年６月超え

２年超え
２年６月以下

１年６月超え
２年以下

１年超え
１年６月以下

６月超え
１年以下

６月以下

０００００００男　　性

００２２１０５女　　性

００２２１０５計

����������

　　（１）育児休業承認状況（平成２３年度の新規承認者）



広報　常陸大宮　　　　平成２４年９月号７

　　（２）公務災害補償の状況（平成２３年度）
　　　　認定件数　１件

���������	
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　　勤務条件に関する措置の要求及び不利益処分に関する不服申立てはありませんでした。

受講者数研修名または概要区　　分

４新規採用職員新規採用職員課程

階層別研修
自
治
研
修
所
研
修

１０おおむね３１歳から３３歳までの非役付職員第４部職員課程

５係長に昇任した職員新任係長課程

６課長補佐級に昇任した職員新任課長補佐課程

６課長級に昇任した職員新任課長課程

５部長級に昇任した職員新任部長課程

１３
行政法講座、地方自治講座、法制執務講座、訴訟法
務講座、民法講座

行政基本

特 別 研 修
６政策形成基礎講座、政策法務講座、政策評価講座政策研究

１３
クレーム対応能力向上講座、法務マスター研修、危
機管理セミナー、管理職のためのメンタルヘルスセ
ミナー

自己開発

２法務の基礎と実務法令実務研修市町村アカデミー研修

５１クレーム対応研修

市単独研修 ２７１メンタルヘルス研修

３６普通救命講習

７
茨城県実務研修、茨城租税債権管理機構、茨城県後
期高齢者医療広域連合、大宮地方環境整備組合

派 遣 研 修

����������

　　職員が参加する研修には、「自治研修所研修」「市町村アカデミー研修」「市単独研修」があります。 （単位：人）

事　　業　　概　　要事　業　名

組合員とその家族の病気、けが、出産、死亡、休業または災害に対して必要な給付を行う。短 期 給 付 事 業

組合員の退職、障がいまたは死亡に対して年金または一時金の給付を行う。長 期 給 付 事 業

健康診断などの健康の保持増進事業、保養施設の運営、住宅資金の貸し付けなどを行う。福 祉 事 業

���������	
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　　（１）厚生福利
　　○茨城県市町村職員共済組合
　　　　職員は茨城県市町村職員共済組合の組合員になっていて共済組合には次の事業があります。

事　　業　　内　　容主な事業

療養見舞金、災害見舞金、死亡弔慰金等共 済 給 付 事 業

スポーツ大会、職員旅行、健康増進及び自己啓発事業等福 利 厚 生 事 業

　　○常陸大宮市職員互助会
　地方公務員法第４２条の規定に基づき、職員の相互共済及び福利厚生を目的として設置し、職員が負担す
る掛け金により運営しています。

�����������������	
�����������������



広報　常陸大宮　　　　平成２４年９月号８

　

平
成　

年
第
２
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２４

臨
時
会
が
８
月　

日
に
開
催
さ
れ
、
正

１０

副
議
長
の
選
挙
及
び
各
常
任
委
員
会
の

委
員
並
び
に
監
査
委
員
の
選
任
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、　

日
、
８
月
４
日
の
３
日

２８

２９

間
、
第　

回
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟

２９

式
野
球
大
会
が
大
宮
運
動
公
園
や
西
部
総

合
公
園
、
山
方
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
大
会
が
常
陸
大
宮
市
で
開
催
さ
れ
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
県
内
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
予
選
を
経
て
選
出
さ
れ
た　
３２

チ
ー
ム
に
開
催
地
代
表
と
し
て
市
内
の
大

賀
ド
リ
ー
ム
ス
を
加
え
た
計　

チ
ー
ム
が

３３

出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

軟
式
野
球
大
会
開
催

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
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市 
議 
会 
臨 
時 
会

市
議
会
臨
時
会

市 
議 
会 
臨 
時 
会

 　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会 
（
７
人
）

 

委
員
長　

小
森
敬
太
郎

 

副
委
員
長　

小
森　

敏
雄

 

委　
　

員　

淀
川　

茂
樹

 

内
田　

勝
廣

 

�
村　

和
郎

 

武
石　

寿
長

 

萩
野
谷　

勉

　

経
済
建
設
常
任
委
員
会 

（
７
人
）

 

委
員
長　
�
川　

美
保

 

副
委
員
長　

柏　
　

宏
明

 

委　
　

員　

堀
江　

鶴
治

 

木
村　

勝
昭

 

木
村
久
美
子

 

岡�
　

榮
一

 

川
上　
　

博

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

（
８
人
）

 

委
員
長　

木
村
久
美
子

 

副
委
員
長　

萩
野
谷　

勉

 

委　
　

員　

川
上　
　

博

 

田
沢　

祐
男

 

�
川　

美
保

 

小
森
敬
太
郎

 

柏　
　

宏
明

 

大
貫　

道
夫 

　

議
会
運
営
委
員
会 

（
７
人
）

 

委
員
長　

内
田　

勝
廣

 

副
委
員
長　
�
川　

美
保

 

委　
　

員　

仲
田　

好
一

 

木
村
久
美
子

 

�
村　

和
郎

 

田
沢　

祐
男

 

小
森
敬
太
郎

 

（
敬
称
略
）

■
議
長
・
副
議
長

　

議　

長　

　
　

岡�
　

榮
一

　

副
議
長　

　
　

武
石　

寿
長

■
監
査
委
員

　
 

川
上　
　

博　
　

■
各
常
任
委
員
会
委
員
の
構
成

　

総
務
常
任
委
員
会 

（
８
人
）

 

委
員
長　

田
沢　

祐
男

 

副
委
員
長　

大
貫　

道
夫

 

委　
　

員　

仲
田　

好
一

 

金
子　
　

卓

 

小
橋　

輝
夫

 

秋
山　

信
夫

 

掛
札　

行
雄

 

野
上　

台
一
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８
月
４
日
、「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
・
電

気
パ
ン
を
つ
く
ろ
う
」
が
図
書
情
報
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
飛
田
隆
久
先
生
が
、
電
気
の
種

類
や
流
れ
方
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
参

加
し
た　

人
の
親
子
は
電
気
パ
ン
作
り
に

２０

挑
戦
し
ま
し
た
。
持
参
し
た
牛
乳
パ
ッ
ク

に
生
地
を
流
し
込
み
、
そ
こ
へ
ス
テ
ン
レ

ス
板
を
刺
し
電
極
を
つ
な
ぐ
と
、
数
十
分

後
に
は
ふ
っ
く
ら
と
し
た
パ
ン
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
ま
た
作
っ
て
み

た
い
。
ど
う
や
っ

た
ら
家
で
も
作
れ

る
か
」
と
い
っ
た

質
問
が
出
て
、
理

科
へ
の
興
味
・
関

心
を
高
め
た
様
子

で
し
た
。

「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
」
が

　
　
　
　
　

や
っ
て
き
ま
し
た

　

８
月
８
日
、「
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
農
業
体
験
等
を
通

じ
て
地
域
へ
の
愛
着
や
農
村
が
有
す
る
大

切
な
役
割
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
全
３

回
の
う
ち
、
今
回
が
１
回
目
で
す
。
市
内

の
小
学
生
及
び
保
護
者　

人
が
参
加
し
、

８９

水
路
の
生
き
物
調
査
や
そ
ば
・
大
根
の
種

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
恐
る
恐
る
水
路
に
入
っ
て
い
っ

た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
メ
ダ
カ
や
ド

ジ
ョ
ウ
、
カ
ワ
ニ
ナ
や
シ
ジ
ミ
な
ど
を
見

つ
け
る
と
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
捕
ま
え

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た

児
童
は
、「
水

路
の
底
を
よ

く
観
察
す
る

と
、
い
ろ
ん

な
生
き
物
が

い
て
と
て
も

楽
し
い
」と
、

う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

畑
で
は
、

地
元
農
家
の

協
力
を
得
な

が
ら
秋
に
収

ふ
る
さ
と
探
検
隊
開
催

　

８
月　

日
、
茨
城
県
常
陸
大
宮
土
木
事

１０

務
所
及
び
茨
城
県
建
設
業
協
会
常
陸
大
宮

支
部
は
、
市
内
の
国
道
１
１
８
号
や
近
隣

の
主
要
道
路
に
お
い
て
、
空
き
缶
や
ご
み

拾
い
等
道
路
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と

「
道
の
日
」
に
合
わ
せ
、
道
路
の
正
し
い

利
用
の
啓
発
や
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
な

ど
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
木
事
務
所
職
員
や
建
設
業
協
会
の
会

員
併
せ
て
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
回
収

さ
れ
た
可
燃
ご
み
や
資
源
ご
み
は
合
計
約

２
３
０�
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
普
段
何
気
な
く
利
用

し
て
い
る
道
路
も
、
自
分
た
ち
で
清
掃
す

る
こ
と
で
愛
着
が
わ
い
て
く
る
。
こ
の
活

道
路
の
ご
み
拾
い
を
実
施

動
が
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
に
つ
な
が
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

穫
す
る
そ
ば
と
大
根
の
種
ま
き
を
、
行
い

ま
し
た
。

　

次
回
は　

月
に
実
施
予
定
で
す
。

１０

▲捕まえた生き物を早速
　本で調べています
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　子どもたちに体験を通じて農村に
関心を持ってもらうことを目的に、
「ふるさと探検隊（全３回）」の初回
が８月８日に開催され、私たち茨城
大生は子どもたちのお世話役として
参加しました。
　様々な活動を通じて常陸大宮市を
身近な地域と感じる学生が増えたせ
いか、今回は教員を目指す学生を中

心に、１年生から４年生までの大勢の学生が参加しま
した。
　今回の体験内容は、水路での生き物調査や地元の方
が栽培したトウモロコシの収穫体験、秋に収穫するそ
ばと大根の種まきをしました。私たち学生も地元の方
と一緒に、そばと大根が無事に収穫できるよう協力し
ています。
　今後、ふるさと探検隊に参加した子どもたちに、自
分たちのふるさとについて考える時間を設けると、さ
らに深く考えるきっかけになるのではないかと感じま
した。
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困った時は消費生活センターにご相談ください。
■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう高齢者を悪質商法から守りましょう高齢者を悪質商法から守りましょう
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　高齢者が悪質商法の被害に遭うケースが増えています。悪質な業者は、一人暮らしの高齢者や高齢者
世帯を狙って近付きます。そして、言葉巧みに高齢者の寂しさに付け込んだり、健康・お金などの話で
不安をあおったりし、親切を装い信用を得てから、高額な商品や金融取引の契約をさせようとします。ご
家族や地域の方は、高齢者の日常生活で何か変わったことはないか、日頃から気を配るようにしましょう。
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▲優勝した天王子ども会の皆さん
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※今回贈られた記念品は坂本忠夫前教育長から寄贈されたものです

関関東大会出場おめでとう！関東大会出場おめでとう！
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▲左：大宮中学校卓球部　寺門さん　　右：緒川中学校バレーボール部

常常陸大宮リトルリーグが優勝！常陸大宮リトルリーグが優勝！
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～広報常陸大宮８月号に誤りがありました～

P１８「常陸大宮市の人口
 （８月１日現在・推計常住者）」　
誤　総人口４４，１４１人（男２１，６２５人　女２２，５１６人）
　　世帯数１６，１６６世帯　
正　総人口４４，１３２人（男２１，６２３人　女２２，５０９人）
　　世帯数１６，０９２世帯　
お詫びして訂正します。
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ふれあいの船で
北海道へ行ってきました
ふれあいの船で
北海道へ行ってきました
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▲ブリッジ（操舵室）を見学 ▲ノーザンホースパークを見学
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▲石炭博物館。地下１，０００ｍの炭鉱の中を疑似体験 ▲夕張メロンパン作り ▲植物化石採集体験。
　三次市長も駆け付けました
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▲北海道開拓の村を散策 ▲「Boys be ambitious!」 ▲大倉山ジャンプ競技場。
　リフトで頂上まで
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【全体研修テーマ】「Let’s enjoy whole Australian culture, we can make eternal memories.」

～オーストラリアで学んだ８日間～
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年９月号１４
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高
部
の 
東 
ひ
が
し 
河  
戸 
地
区

ご 

と

に
は
、
江
戸
時
代
後
半

に
作
ら
れ
た
水
分
神
社

が
あ
り
ま
す
。

　

水
分
神
社
は
多
く
の

場
合
「
み
く
ま
り
じ
ん

じ
ゃ
」
と
読
み
、
水
源
、

 
分  
水  
嶺 
（
分
水
界
と
な

ぶ
ん 
す
い 
れ
い

る
山
の
尾
根
や
山
脈
）

を
守
護
し
流
水
の
分
配

を 
掌 
る
神
の
こ
と
を
い

つ
か
さ
ど

い
ま
す
。
今
か
ら
お
よ

そ
一
三
〇
〇
年
前
の
奈

良
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ

た
『 
延  
喜  
式 
』
に
は
、
国
の 
水  
分  
神 
と
し

え
ん 
ぎ 
し
き 

み
く 
ま
り 
し
ん

て
大
和
国
（
奈
良
県
）
の
吉
野
水
分
神
社

な
ど
四
社
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
生
活
と
不
可
分
な
水
に
対
し
て
古
代

の
人
々
は
敬
意
を
持
っ
て
接
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



　

高
部
の
水
分
神
社
は
「
み
ず
わ
け
じ
ん

じ
ゃ
」
と
読
み
、
地
元
の
人
々
か
ら
「 
水 すい

 
神 
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

じ
ん

　

今
か
ら
二
百
年
ほ
ど
前
の
十
八
世
紀
後

半
以
降
、
関
東
、
東
北
地
方
は
天
候
不
順

に
よ
り
相
次
ぐ 
飢  
饉 
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

き 
き
ん

　

特
に
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
か
ら
同

九
年
に
か
け
て
関
東
、
東
北
地
方
を
襲
っ

た
天
明
の
大
飢
饉
で
は
多
く
の
餓
死
者
が

出
ま
し
た
。
水
戸
領
内
で
も
天
明
三
年
か

ら
同
七
年
に
か
け
て
凶
作
が
続
き
、
深
刻

な
飢
饉
に
陥
り
ま
し
た
。 ��

���
��
�

み
ず 
わ
け

　
 
氷  
之  
沢 
の
栗
田
勤
家
に
伝
わ
る
「
天
明

ひ 

の 
さ
わ

飢
饉
集
草
稿
」
は
、
こ
の
天
明
の
飢
饉
の

状
況
を
伝
え
、
子
孫
へ
の
教
訓
と
す
る
た

め
に
、
飢
饉
が
あ
っ
た
天
明
三
年
の
お
よ

そ
四
十
年
後
の
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

に
記
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
は
、
天

明
三
年
の
浅
間
山
噴
火
で
上
州（
群
馬
県
）

周
辺
で
の
人
馬
の
被
害
が
「
幾
千
万
」
に

も
上
っ
た
こ
と
や
、
昔
か
ら
東
西
金
砂
神

社
の
大
祭
礼
の
前
は
飢
饉
に
な
る
と
い
っ

た
言
い
伝
え
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
七
十

二
年
に
一
度
行
わ
れ
る
大
祭
礼
を
四
年
後

の
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
控
え
、
言

い
伝
え
が
現
実
に
な
る
不
安
を
感
じ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
村
人
が
重
要
な

資
金
源
で
あ
っ
た 
楮 
の
栽
培
を
や
め
て
、

こ
う
ぞ

食
糧
確
保
の
た
め
山
に
入
っ
て 
蕨 
わ
ら
び

や 
葛 
を
く
ず

掘
っ
て
ば
か
り
い
る
こ
と
、
集
め
た
葛
も

食
べ
方
を
知
ら
な
い
の
で
大
半
を
無
駄
に ▲水分神社

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を 
歎 
き
、
そ
の
製
法

な
げ

に
つ
い
て
も
記
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
天
候
不
順
は
大
雨
に
よ

る
災
害
も
も
た
ら
し
ま
し
た
。
天
明
六
年

七
月
は
雨
が
多
く
、
特
に
十
三
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
五
日
間
降
り
続
い
た
雨
で
、

東
河
戸
で
山
崩
れ
が
起
き
、
二
軒
の
家
が

押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
土
砂
で
水
が

堰
き
止
め
ら
れ
、「 
猿  
畑  
沼 
」
と
い
う
沼
が

さ
る 
は
た 
ぬ
ま

で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
現
在
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

　

こ
の
災
害
後
、
村
の
安
全
と
子
孫
へ
の

教
訓
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
が
こ
の
神
社

で
す
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
は
天

明
六
年
の
洪
水
被
害
の
記
念
碑
も
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
天
明
六
年
か
ら
百
三
十
五
年

が
過
ぎ
た
こ
の
時
期
に
な
ぜ
石
碑
が
建
て

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

奇
し
く
も
こ
の
前
年
の
大
正
九
年
十
月

は
「
国
勢
調
査
の
大
水
」
と
い
わ
れ
、
那

珂
川
・
久
慈
川
を
始
め
と
し
、
緒
川
流
域

も
大 
氾  
濫 
を
起
こ
し
ま
し
た
。
茨
城
県
管

は
ん 
ら
ん

内
の
死
者
は
九
十
二
人
に
上
り
（
一
説
に

七
十
八
人
）、
檜
沢
・
小
瀬
・
野
口
で
は
死

者
五
十
一
名
を
出
す
未
曾
有
の
災
害
と
な

り
ま
し
た
。
東
河
戸
の
人
々
は
、
両
親
、

祖
父
母
か
ら
常
日
頃
聞
か
さ
れ
て
き
た
江

戸
時
代
の
災
害
の
様
子
を
次
代
に
伝
え
る

た
め
、
石
碑
を
建
立
し
た
の
で
し
ょ
う
。

石
碑
の
下
部
に
は
横
書
き
で
右
か
ら
「
山

崩
止
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
山
崩
れ
が

起
き
な
い
よ
う
に
、
と
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
今
で
も
地
元
の
人
々

は
「
い
つ
の
時
代
か
わ
か
ら
な
い
が
、
昔
、

山
崩
れ
で
家
が
二
軒
埋
ま
っ
て
…
」
と
江

戸
時
代
の
災
害
の
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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水
分
神
社
で
は
、
年
に
一
度
、
八
月
十

六
日
に
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
。

　

東
河
戸
上
組
の
氏
子
が
世
話
人
と
な

り
、
提
灯
や
お 
神  
酒 
な
ど
を
準
備
し
、
地

み 

き

区
の
人
々
が
お
参
り
に
来
ま
す
。
猿
畑
沼

が
消
滅
し
た
り
、
バ
イ
パ
ス
が
造
ら
れ
て

神
社
や
石
碑
の
位
置
が
変
わ
っ
た
り
し
ま

し
た
が
、
祭
り
は
現
在
も
途
絶
え
る
こ
と

な
く
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

▲天明飢饉集草（栗田勤氏所蔵）

▲天明水神社石碑
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　消防法により、全ての住宅において住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。建物火災
での死者の約９割は、住宅火災によって占められ、その約６割強は火災の発生に気が付かず、逃げ
遅れによるものが原因となっています。
　火災は早期発見が重要です。火災が発生した時、目で煙や炎を見たり、鼻で焦げ臭いにおいを感
じたり、耳でぱちぱちという音を感じたり…と五感によって気付くことがほとんどだと思います。
しかし、それだけでは、就寝中や仕切られた部屋で物事に集中している時などには、火災に気付く
のが遅れてしまいます。そこで、家庭内での火災の発生をいち早くキャッチし、警報ブザーや音声
によって知らせる住宅用火災警報器が必要なのです。
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　平成１２年３月１日クラブ発足式
を行い、みんなで元気に「火の用
心」を約束しました。

�火災予防週間には、火の用心の法被を着て登降園し、園児・
家族・地域の方々に火の用心の大切さを広めています。

�消防署見学、地震体験、消防車や救急車の体験乗車、消防士
との餅つき大会・避難訓練等、たくさんの貴重な体験をする
ことにより、幼い頃から火事・地震等の災害の恐ろしさを知
り、また、予防・対応を身に付けます。

�市民を守る消防士と身近に関わることにより、消防の仕事に
興味・あこがれを持ち、子どもたちの正義感・使命感が育つ
ことを願っています。

�

�

�

�

�������������������

�������������������
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付けましたか？住宅用火災警報器

Q１　どこに設置すればいいの？
　原則、寝室と寝室がある階の階段（寝室が避難階にある場合は除く）
には、必ず設置しなければなりません。

Q２　住宅用火災警報器の種類は？
　消防法で設置が
義務付けられてい
るのは煙を感知す
る「煙式」タイプ
の感知器です。

Q３　どこで買えるの？
　一般のホームセンター、家電量販店、消防
設備取扱事業所などで購入することができま
す。価格は1台あたり2,000円～6,000円
前後です。
※消防署の職員などが訪問販売を行うことはあり
　ませんのでご注意ください。

●　子ども部屋
　　　（寝室）

●　階段
　　　（１階以外に寝室がある場合）

●　寝室

※台所
　　　（任意）

　住宅用火災警報器は、あなたや家族の大切な命を守ります。まだ設置されていない方は、早めに
設置してください。

■住宅用火災警報器の問い合わせ　　消防本部予防課　�５３－１１５６
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o l . 3

常陸大宮市第
1号の青年

海外協力隊員
として活動

中の石塚幹子
さんからお

便りが届きま
した Hola! 

Hola! 
Hola! 

コスタリカ共和国の言語はスペイン語。Hola は｢こんにちは｣の意味です。
オ  ラ

オ  ラ

広報　常陸大宮　　　　平成２４年９月号１６

アメリカ

メキシコ

ブラジル

コスタリカ共和国

③家庭菜園でとれたカボチャ。未熟
な状態ですが、こちらではこの状
態で調理して食べます。大事にカ
ボチャを抱えています

④セビチェ。隣にはトルティーヤ
（トウモロコシ粉をこね、薄く伸ば
して焼いたもの）が添えられてい
ます

　

常
陸
大
宮
市
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
ち
ら
、
コ
ス
タ
リ

カ
で
の
活
動
は
早
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

活
動
の
変
化
と
し
て
は
、
私
の
任
地
ウ
パ

ラ
に
新
し
い
協
力
隊
員
（
村
落
開
発
普
及

員
）
が
厚
生
省
に
配
属
と
な
り
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
私
は
野
菜
栽
培
の
技
術
面
を
、
そ
の

方
は
栄
養
や
健
康
面
を
担
当
し
ま
す
。
現

在
の
活
動
は
、
家
庭
菜
園
の
地
域
リ
ー

ダ
ー
を
重
点
的
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。
そ

の
家
庭
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
周
辺
地
域
の

住
民
に
も
野
菜
栽
培
を
広
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
雨
期
の
た
め
、

大
雨
が
降
る
と
水
没
す
る
土
地
が
多
く
、

畑
ま
で
水
浸
し
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
雨
期
の
栽
培
が
困
難
な
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う

な
環
境
下
で
も
栽
培
し
や
す
い
「
オ
ル
ガ

ノ
ポ
ニ
コ
」
と
い
う
方
法
を
進
め
な
が
ら

活
動
中
で
す
。
こ
れ
は
、
高
床
式
の
木
の

箱
で
野
菜
栽
培
を
す
る
方
法
で
、
私
の
前

任
者
が
促
進
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
菜
園
の
方
は
、
７
月
に
夏
休
み
が

あ
っ
た
こ
と
、
必
要
資
材
が
ま
だ
手
に
入

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
私
の
活
動
状
況
は
こ
の
辺
に

し
て
、
今
回
は
お
寄
せ
頂
い
た
ご
質
問
に

対
し
て
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
１　

コ
ス
タ
リ
カ
で
特
に
気
に
入
っ
た

食
事
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
１　
「
セ
ビ
チ
ェ
」と
い
う
魚
料
理
が
特

に
お
気
に
入
り
で
す
。
白
身
魚
と
タ
マ
ネ

ギ
や
パ
プ
リ
カ
、
香
菜
を
ラ
イ
ム
で
漬
け

た
も
の
で
、あ
っ
さ
り
し
て
い
て
美
味
で
す
。

Ｑ
２　

活
動
に
休
日
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
２　

平
日
は
朝
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
が
活
動
時
間
で
、
土
日
祝
日
は
休
み
で

す
。
ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
し
た
職
場
環
境

で
、
残
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
３　

コ
ス
タ
リ
カ
で
活
動
中
の　

人
の

１１

隊
員
の
皆
さ
ん
は
ば
ら
ば
ら
で
活
動
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
情
報
交
換
す
る

機
会
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
３　

ほ
と
ん
ど
が
ば
ら
ば
ら
の
地
域
、

職
場
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
３
カ
月
に
１

回
、
首
都
で
活
動
報
告
会
及
び
会
議
が
あ

り
全
員
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
の
際
に
情
報

交
換
を
し
ま
す
。
若
い
隊
員
だ
け
で
な

く
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
十
数
名
活

動
し
て
い
て
、
豊
か
な
知
識
経
験
を
お
持

ち
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
入
れ
替
わ
り

は
四
半
期
ご
と
に
あ
り
、
多
少
の
人
数
変

化
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
４　

先
日
（
８
月　

日
）、
コ
ス
タ
リ
カ

１５

で
は
母
の
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ど
ん

な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
４　

母
の
日
は
年
間
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
で
、
家
族
全
員
で
昼
食
ま
た
は

夕
食
を
食
べ
る
の
が
一
般
的
で
す
。
コ
ス

タ
リ
カ
で
も
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
贈
る
習

慣
が
あ
り
ま
す
が
、
バ
ラ
の
方
が
好
ま
れ

ま
す
。
他
に
も
香
水
、
服
、
電
化
製
品
な

ど
を
贈
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

以
上
、ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
ち
ら
の
方
々
も
日
本
に
と
て
も
興
味

を
持
っ
て
い
て
、様
々
な
質
問
を
受
け
ま
す
。

折
り
紙
や
ア
ニ
メ
が
人
気
で
、お
好
み
焼
き

や
カ
レ
ー
も
好
評
で
し
た
。
両
国
の
友
好
が

更
に
進
む
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

� �

� �

①オルガノポニコ。木の枠で高床式にし、
作物が水浸しになるのを防ぎます。この
家庭では葉物（レタス、カラシ菜、ハー
ブ類）を主に育てています

②小学校にて講習会。サクランボに近い果
樹を配り、 播  種 方法を伝えて各家にまい

は しゅ

てもらいました（大雨で駄目になったと
いう声が多いです･･･）
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犬の散歩はマナーを守りましょう！
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健  康
通  信
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ビニール袋による簡単なフンの始末ビニール袋による簡単なフンの始末

フンの上に
ちり紙を置く

袋に手を入れて
フンをつかむ

袋を裏返す
袋の口を縛って
密閉する
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双子葉離弁花　キンポウゲ科サラシナショウマ属　花期 8～ 9月頃

イヌショウマ
イヌショウマ

広報　常陸大宮　９月　第96号
発行日　平成24年９月25日

発行／常陸大宮市
編集／秘書広聴課

〒319－2292

茨城県常陸大宮市中富町3135－6

TEL  0295（52）1111 FAX  0295（53）6010

E-mail email＠city.hitachiomiya.lg.jp

U R L http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 2 0.48
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

34.65kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約2.48本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

　夏はイベントラッシュで、いろいろなお祭りに招待されました。８月１８日はあきない祭りに参加しまし
た。大宮音頭が流れ始めると、ひたまるも元気いっぱいリズムに乗ってお祭りを盛り上げました。しかし、
翌日の美和ふるさ
と祭りではまきも
ちの時に、暑さと
皆さんの熱気で、
頭がくらっとして
しまいました。
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　本州関東から近畿地方の産地、渓側などの樹
下に生える多年草。冬には地上部が枯れる日本
の固有種です。直上した茎頂に白色の 穂 

すい

 状 
じょう

 花 
か

 序 を付け、花弁は早くに落ち、雄しべが目立ちます。
じょ

　サラシナショウマと違い、食用に向かないこ
とから、イヌ（＝否）ショウマと名付けられま
した。ショウマとは、中国での呼称です。
　県北地域が北限の生育地で、県央・県南地域
の山地や丘陵地にまれに生育します。
　分布地域の一部では土地利用により生活環境
が悪化し、個体数が減少しています。

�������	
��
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　８月６日、全国内水面漁業協同組合連合会主催
の第１１回全国標語コンクール表彰式が霞が関で開
催され、大賀小学校６年（応募当時）の小野瀬 優 

ゆう

 奈 さんが小学校高学年及び中学生の部で水産庁長
な

官賞を受賞し、更に最優秀作品となりました。
　このコンクールには、全国から２，１９９作品の応募
がありました。
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▲

端
の
方
で
休
憩
中

▲

あ
き
な
い
祭
り

〈
小
野
瀬
さ
ん
の
作
品
〉

　

森
と
川　

大
事
な
つ
な
が
り　

守
ろ
う
よ




